
●
高
規
格
幹
線
道
路
に
佐
賀
北
部

地
域
と
佐
賀
と
の
間
で
利
用
で
き

る
一
般
道
路
と
の
連
結
道
の
建
設

を
求
め
る
意
見
書提

出
議
員

　
　  

矢
野 

昭
三

賛
成
議
員

　
　  

藤
本 

岩
義

　
　  

宮
地 

葉
子

　
　  

中
島 

一
郎

趣
旨
　
全
国
各
地
で
高
規
格
幹

線
道
路
の
建
設
に
よ
る
経
済
効
果

が
表
れ
て
き
て
お
り
、
当
町
で
も
、

同
道
路
の
延
伸
に
伴
い
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
数
な
ど
が
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
同
道
路
は
、
佐
賀
、

四
万
十
市
へ
の
生
活
道
と
し
て
、

加
え
て
佐
賀
北
部
地
域
は
、
佐
賀

地
域
の
災
害
時
の
避
難
場
所
で
あ

り
、
そ
の
避
難
路
と
し
て
極
め
て

重
要
な
位
置
づ
け
だ
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
佐
賀
北
部
地

域
か
ら
同
道
路
を
日
常
的
に
利
用

で
き
る
連
結
路
を
早
期
に
建
設
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
提
出
先
は
、
尾
﨑
正
直
高
知
県

知
事
。
　
　
　
　
　
可
決
（
多
数
）

●
「
大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学
金

制
度
の
拡
充
」
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員

　
　  

小
松 

孝
年

賛
成
議
員

　
　  

小
永 

正
裕

趣
旨
　
２
０
１
７
年
度
よ
り
大

学
生
へ
の
「
給
付
型
奨
学
金
」
が

一
部
始
ま
る
が
、
対
象
者
が
限
定

さ
れ
る
な
ど
決
し
て
十
分
な
も
の

と
は
言
え
な
い
。
奨
学
金
は
給
付

が
基
本
で
あ
り
、
国
際
人
権
規
約

が
求
め
る
無
償
教
育
の
実
現
の
た

め
に
も
、
一
日
も
早
く
、
高
校
・

大
学
の
無
償
化
を
実
現
さ
せ
、
社

会
全
体
で
こ
れ
ら
の
学
び
を
支
え

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
黒
潮
町
議
会
は
、
国

が
教
育
予
算
を
増
や
し
、
大
学
生

に
対
す
る
給
付
制
奨
学
金
制
度
を

拡
充
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
提
出
先
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、

関
係
各
大
臣
、
衆
参
各
議
長
。

　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
全
員
）

●
特
別
支
援
学
校
の
設
置
基
準
の

策
定
、
及
び
特
別
支
援
学
級
の
学

級
編
成
基
準
の
改
善
を
求
め
る
意

見
書

提
出
議
員

　
　  

森
　 

治
史

賛
成
議
員

　
　  

小
永 

正
裕

趣
旨
　
全
国
的
に
特
別
支
援
学

校
の
児
童
・
生
徒
数
の
増
加
が
進

む
中
、
学
習
環
境
面
な
ど
で
不
十

分
な
対
応
が
多
く
見
う
け
ら
れ
る

状
況
の
改
善
を
目
指
し
、
黒
潮
町

議
会
は
、
次
の
事
項
の
実
現
を
強

く
要
望
す
る
。

１
．
特
別
支
援
学
校
の
設
置
基
準

を
策
定
す
る
こ
と
。

２
．
特
別
支
援
学
級
の
学
級
編
成

基
準
を
改
善
し
、
１
学
級
６
名
と

す
る
こ
と
。

　
提
出
先
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、

関
係
各
大
臣
、
衆
参
各
議
長
。

　
　 

可
決
（
全
員
）

●
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

復
活
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員

　
　  

中
島 

一
郎

賛
成
議
員

　
　  

浜
村
　 

博

趣
旨
　
米
の
価
格
は
生
産
費
を

大
き
く
下
回
り
、
多
く
の
稲
作
農

家
で
経
営
が
成
り
立
た
な
い
状
況

下
、
政
府
は
、
農
地
を
集
積
し
、

大
規
模
、
効
率
化
を
図
ろ
う
と
す

る
が
、
こ
れ
で
も
赤
字
が
拡
大
し

て
経
営
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。

　
こ
の
対
策
と
し
て
、
平
成
22

年

に
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
、

そ
の
後
、
平
成
25

年
度
か
ら
は
経

営
所
得
安
定
対
策
に
切
り
替
え
た

が
、
こ
れ
も
平
成
30

年
か
ら
廃
止

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で

は
稲
作
経
営
は
成
り
立
た
ず
、
水

田
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
失
い
、

環
境
も
地
域
経
済
も
守
れ
な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
、
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活
を

強
く
求
め
る
。

　
提
出
先
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、

関
係
各
大
臣
。
　
　 

可
決
（
全
員
）

　　
　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

　
了
な
ど
に
伴
い
、
２
人
の
人

　
権
擁
護
委
員
候
補
を
推
薦
し

　
ま
し
た
。

　
　
任
期
は
、
い
ず
れ
も
平
成

　
29

年
10

月
１
日
か
ら
３
年
間

　
の
予
定
で
す
。

　
　
大
塚
一
福
氏
の
後
任
候
補

　
者
と
し
て

　
　
伊
与
喜
43

番
地
16

　
　
　

宗
﨑
　
小
代 

氏

　
　
矢
野
智
子
氏
の
後
任
候
補

　
者
と
し
て

　
　
荷
稲
４
３
４
番
地

　
　
　

宮
﨑
　
英
雄 

氏

議
員
提
出
議
案
４
件

人
権
擁
護
委
員
候
補
を
　

　
　
　
推
薦
し
ま
し
た
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